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5月のご案内

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
心
の
芯
を
鍛
え
、
は
ぐ
く
む
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
郷
土
の

偉
人
渋
沢
栄
一
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に

受
け
継
ぐ
た
め
、
独
自
の
道
徳
副
読
本

『
渋
沢
栄
一
こ
こ
ろ
ざ
し
読
本
』
を
刊

行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
副
読
本
は
、
小
学
校
低
学
年

版
・
高
学
年
版
、
中
学
校
版
の
３
種
類

作
成
し
、
全
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
配

布
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
渋
沢
栄
一
を
は
じ
め
、
尾

高
ゆ
う
、
生
沢
ク
ノ
な
ど
深
谷
市
ゆ
か

り
の
偉
人
に
関
す
る
道
徳
の
読
み
物
資

料
や
、
論
語
（
易
し
い
解
説
付
き
）
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
各
小
・
中
学
校
で
、

道
徳
の
時
間
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
副
読
本
は
図
書
館
、
公
民
館

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
５
７

２
‐
９
５
７
８
）

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ｑ

Ａ

休日に住民票や戸籍謄本などが必要になった
場合、どこかで取ることはできませんか。

「キララ上柴行政サービスセンター」で交付し
ています。

　「キララ上柴行政サービスセンター」では、原則
として年末年始（12月29日～ 1月3日）を除き、
午前9時～午後5時まで、住民票や戸籍謄本、戸籍
抄本、印鑑登録証明書などを交付しています。
　また、5月3日㈷からは、税証明もお取りいただ
けます。
　ただし、一部交付できない証明書がありますので、
事前にお問い合わせいただくか、市ホームページで
確認の上ご利用ください。
問い合わせ　キララ上柴行政サービスセンター（☎
572‐ 5770）

　

市
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

市
の
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と
な

る
「
深
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
閲
覧
場
所　

問
い
合
わ
せ
先
の

ほ
か
、
総
合
支
所
、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

プ
ラ
ン
概
要

【
将
来
都
市
像
】
誇
り
と
愛
着
を
持
て

る
田
園
交
流
都
市
ふ
か
や
〜
都
市
・
田

園
・
文
化
が
織
り
な
す
ま
ち
づ
く
り
〜

【
都
市
づ
く
り
の
目
標
】「
次
世
代
へ
価

値
あ
る
資
産
を
継
承
」、「
深
谷
ら
し
さ

の
創
造
」、「
市
民
と
の
協
働
」
の
３
つ

の
柱
を
基
本
に
据
え
た
都
市
づ
く
り
を

「
都
市
」、「
田
園
」、「
文
化
」
の
要
素

を
連
携
さ
せ
、か
つ
、さ
ま
ざ
ま
な
人
々

と
の
交
流
を
通
し
て
進
め
る
こ
と
に
よ

渋
沢
栄
一こ
こ
ろ
ざ
し
読と

く

本ほ
ん

を
刊
行

1

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

2

り
、
深
谷
で
育
つ
、
学
ぶ
、
働
く
、
遊

ぶ
、
住
ま
う
こ
と
に
誇
り
が
持
て
る
、

ま
た
、
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
田

園
交
流
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

【
将
来
都
市
構
造
】
こ
れ
か
ら
の
都
市

づ
く
り
は
、
大
量
消
費
・
拡
大
型
で
は

な
く
、
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
に

よ
る
移
動
性
を
重
視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
が
比
較
的
小
さ
な
エ
リ
ア
に
ま
と

ま
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
環
境
負
荷
の

小
さ
い
集
約
型
の
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
（
☎
５
７

４
‐
６
６
５
４
）

け
る
映
像
迷
宮

【
ひ
だ
ま
り
と
共
生
の
映
画
祭
】

　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
テ
ー
マ
と
し

た
次
の
２
作
品
を
上
映
。
20
日
㈰
・
26

日
㈯
に
は
庭
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
」（
日
本
・
83
分
）

と
き　

５
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯
①
③

内
容　

ろ
う
者
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
姿
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー

「
海
洋
天
堂
」（
中
国
・
98
分
・
字
幕
）

と
き　

５
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯
②
④

内
容　

自
閉
症
の
子
と
そ
の
父
が
織
り

成
す
感
動
ド
ラ
マ

「
Ｓ
Ｒ
サ
イ
タ
マ
ノ
ラ
ッ
パ
ー

　

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
の
逃
亡
者
」

（
日
本
・
１
１
０
分
）

と
き　

５
月
27
日
㈰
〜
６
月
２
日
㈯
②

③
④

内
容　

深
谷
出
身
・
入
江
悠
監
督
を
世

界
に
導
い
た
人
気
３
部
作
の
最
終
章

「
お
か
あ
さ
ん
」（
成
瀬
巳
喜
男
監
督
）

（
日
本
・
98
分
）

と
き　

５
月
27
日
㈰
〜
６
月
２
日
㈯
①

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。
予

告
な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

「
か
す
か
な
光
へ
」　  （
日
本
・
84
分
）

と
き　

５
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
①

内
容　

教
育
研
究
者
・
大
田
堯
の
挑
戦

を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
は
や
ぶ
さ
〜
遥
か
な
る
帰
還
〜
」

（
日
本
・
１
１
４
分
）

と
き　

５
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
②
③
④

内
容　

世
界
初
！
無
人
探
査
機
に
よ
る
小

惑
星
微
粒
子
の
採
集
・
持
ち
帰
り
に
成
功

し
た
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
偉
業
ド
ラ
マ

「
ひ
ま
わ
り
」（伊

・
１
０
７
分
・
字
幕
）

と
き　

５
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
①
②
③

内
容　

大
戦
後
、
夫
を
求
め
て
イ
タ
リ

ア
か
ら
ソ
連
へ
向
か
っ
た
女
性
の
悲
恋

「
月
光
ノ
仮
面
」（
日
本
・
１
０
２
分
）

と
き　

５
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
④

内
容　

奇
才
・
板
尾
創
路
監
督
が
驚
が

く
の
ト
ラ
ッ
プ
で
観
客
に
勝
負
を
仕
掛

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

重
忠
公
が
結
ぶ
絆き

ず
な

　

深
谷
市
と
岩
手
県
田
野
畑
村
は
、
畠

山
重
忠
公
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
河
ド
ラ
マ
で
平
清
盛
を
放
映
し

て
い
ま
す
が
、
中
心
は
関
東
、
し
か
も

武
蔵
北
部
の
武
将
た
ち
で
す
。
そ
の
中

で
も
重
忠
公
は
武
勇
に
秀
で
て
情
に
厚

く
、
源
頼
朝
に
最
も
信
頼
さ
れ
た
武
将

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
義
経
追
討
に
指

名
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

田
野
畑
村
は
そ
の
義
経
北
行
ル
ー
ト

上
に
あ
り
、
上か

み

机つ
く
え

村
長
さ
ん
の
お
話
で

は
、
義
経
討
伐
を
命
じ
ら
れ
た
重
忠
の

伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
例
え
ば
重
忠
の
愛
馬
が
脚
を
折
っ

て
亡
く
な
っ
た
時
、
愛
馬
か
ら
外
さ
れ

た
鐙あ

ぶ
み

を
奉
納
し
た
と
す
る
畠
山
神
社
が

今
も
村
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

義
経
を
射
程
に
と
ら
え
、「
当
た
る
な
」

と
放
っ
た
矢
が
義
経
を
か
す
め
松
の
木

に
刺
さ
る
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
義
経
へ
の
敬
意
と
鎌
倉
の
絶
対
的

命
令
。
こ
の
両
者
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動

く
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

東
北
地
方
で
は
こ
う
し
た
重
忠
伝
説

が
幾
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
う
し
た
関
係
か
ら
な
の
か
、
東
北
地

方
に
は
畠
山
姓
の
か
た
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋

田
県
に
多
く
、
特
に
田
野
畑
村
は
10
人

に
１
人
が
「
畠
山
さ
ん
」
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ご
縁
で
、

旧
川
本
町
時
代
の
平
成
９
年
か
ら
、
友

好
都
市
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
重
忠
公
の
ご
縁

と
い
う
意
識
も
、
と
も
す
れ
ば
薄
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
は
、
重
忠
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
改
め
て
郷
土
愛
を
醸
成
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
忠

を
通
じ
、
関
東
と
東
北
、
深
谷
と
田
野

畑
村
と
の
結
び
付
き
な
ど
を
再
認
識
し
、

復
興
を
進
め
る
田
野
畑
村
と
、
さ
ら
に

絆
を
強
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

深谷市長　小島　進




